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慶
應
義
塾
大
学
准
教
授

渡
辺
将
人

　

民
主
党
大
会
に
は
二
〇
〇
四
年
、
共
和
党
大
会
は
〇
八
年
か
ら
代

議
員
と
列
席
し
て
き
た
筆
者
の
経
験
か
ら
言
え
ば
、
二
〇
二
四
年
民

主
党
大
会
は
可
も
な
く
不
可
も
な
い
出
来
だ
っ
た
。
大
会
期
間
中
、

党
幹
部
は
「
今
日
も
デ
モ
が
荒
れ
ず
無
事
に
終
え
ら
れ
た
」
と
残
り

日
数
を
指
折
り
数
え
た
が
、親
パ
レ
ス
チ
ナ
派
の
「
乱
入
」
は
な
か
っ

た
。
た
だ
、
三
日
目
の
夜
、
ハ
マ
ス
に
息
子
を
人
質
に
さ
れ
た
ユ
ダ

ヤ
系
市
民
が
登
壇
し
た
時
だ
け
は
騒
然
と
し
た
。
筆
者
の
隣
で
民
主

党
古
参
の
顧
問
は
「
ジ
ャ
ミ
ー
（
民
主
党
全
国
委
員
長
）
に
す
ぐ
伝

え
ろ
。
パ
レ
ス
チ
ナ
系
市
民
を
登
壇
さ
せ
な
い
と
も
た
な
い
」
と
電

話
で
方
々
に
指
示
を
与
え
た
。
諸
般
の
事
情
で
こ
の
パ
レ
ス
チ
ナ
系

市
民
と
の
「
交
渉
」
は
決
裂
し
、
代
わ
り
に
ハ
リ
ス
が
指
名
受
諾
演

説
で
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
自
衛
権
と
パ
レ
ス
チ
ナ
の
自
決
権
を
同
時
に

並
べ
立
て
、
ブ
ー
イ
ン
グ
と
大
拍
手
が
数
分
の
間
に
入
れ
替
わ
る
、

究
極
の
「
ア
リ
バ
イ
演
説
」
で
乗
り
切
っ
た
。

　

象
徴
的
だ
っ
た
の
は
ハ
リ
ス
へ
の
党
内
の
変
わ
ら
ぬ
酷
評
（
裏
）

と
、「
リ
ベ
ラ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
複
合
体
」
の
大
絶
賛
（
表
）
の
落
差
だ
。

筆
者
が
一
九
九
九
年
に
勤
務
し
て
い
た
下
院
議
員
事
務
所
一
同
の
シ

カ
ゴ
同
窓
会
を
兼
ね
て
い
た
今
回
大
会
で
は
、
こ
の
落
差
を
日
々
感

じ
た
。大
会
前
夜
の
プ
リ
ツ
カ
ー
州
知
事
主
催
の
懇
親
会
に
は
、ダ
ー

ビ
ン
、
ダ
ッ
ク
ワ
ー
ス
ら
地
元
議
員
だ
け
で
な
く
、
シ
ュ
ー
マ
ー
、

ペ
ロ
ー
シ
ら
議
会
幹
部
ら
が
勢
揃
い
し
た
が
、ハ
リ
ス
の
話
題
は「
オ

バ
マ
と
ヒ
ラ
リ
ー
の
故
郷
か
ら
カ
マ
ラ
を
支
え
る
」
と
誓
っ
た
乾
杯

わ
た
な
べ　

ま
さ
ひ
と　

米・シ
カ
ゴ
大
修
士
（
国

際
関
係
論
）、
早
稲
田
大
学
博
士
（
政
治
学
）。
米

下
院
議
員
事
務
所
・
上
院
選
本
部
、
テ
レ
ビ
東
京

政
治
部（
霞
ク
ラ
ブ
）、北
海
道
大
学
を
経
て
現
職
。

専
門
は
米
国
政
治
。『
大
統
領
の
条
件
』『
ア
メ
リ

カ
映
画
の
文
化
副
読
本
』『
台
湾
の
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
』

な
ど
著
書
・
翻
訳
書
多
数
。

副
大
統
領
に
し
て
、
歓
迎
さ
れ
ざ
る
大
統
領
候
補
。
ハ
リ
ス
の

勝
ち
目
は
、
や
は
り
社
会
の
分
断
と
民
主
党
の
「
左
傾
化
」
な
の
か
。

・
ア
メ
リ
カ
の
「
文
化
的
ね
じ
れ
」
が
も
た
ら
す
分
断

・
バ
イ
デ
ン
は
ハ
リ
ス
へ
の
禅
譲
で
レ
ガ
シ
ー
を
狙
っ
た
か

・
予
備
選
を
勝
ち
抜
い
て
い
な
い
ハ
リ
ス
の
勝
算
は

「
大
統
領
候
補
ハ
リ
ス
」と
民
主
党
の
分
断

―
―
民
主
党
大
会
か
ら
見
え
る
ア
メ
リ
カ
社
会
の
断
層
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の
時
だ
け
。
二
〇
二
一
年
就
任
式
で
の
ク
ロ
ブ
ッ
シ
ャ
ー
上
院
議
員

に
よ
る
ハ
リ
ス
紹
介
（「
初
の
黒
人
、
ア
ジ
ア
系
、
女
性
副
大
統
領
」）

の
回
顧
が
同
議
員
と
筆
者
の
間
で
小
さ
く
盛
り
上
が
っ
た
程
度
だ
。

指
名
受
諾
演
説
も
「
必
要
な
こ
と
に
は
触
れ
て
い
た
が
感
動
に
は
程

遠
い
。
オ
バ
マ
大
統
領
が
し
た
よ
う
に
カ
マ
ラ
は
“
希
望
”
を
売
り

込
め
な
い
。（
ビ
ル
・
）
ク
リ
ン
ト
ン
の
よ
う
な
共
感
能
力
も
な
い
。

そ
れ
で
も
民
主
党
は
勝
つ
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
古
参
の
女
性
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
政
治
家
の
感
想
が
、反
応
の
「
裏
の
平
均
値
」
だ
っ
た
。

民
主
党
の
党
内
分
断
と
「
左
傾
化
」
の
文
脈

　

大
統
領
周
辺
か
ら
現
場
の
活
動
家
ま
で
民
主
党
内
で
一
貫
し
て
い

る
の
は
「
争
点
は
ト
ラ
ン
プ
」
と
い
う
掛
け
声
だ
（
政
策
で
も
ハ
リ

ス
で
も
な
い
）。
ト
ラ
ン
プ
政
権
の
再
来
へ
の
恐
怖
と
嫌
悪
で
し
か

党
を
ま
と
め
ら
れ
な
い
ほ
ど
、
民
主
党
内
部
の
亀
裂
は
深
刻
だ
。

　

一
九
九
〇
年
代
の
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
に
頂
点
を
極
め
た
穏
健
派

と
リ
ベ
ラ
ル
派
の
対
立
は
、
主
と
し
て
経
済
的
対
立
だ
っ
た
。
し
か

し
、
穏
健
派
は
イ
ラ
ク
戦
争
に
賛
成
し
た
こ
と
で
発
言
力
を
弱
め
、

二
〇
〇
六
年
中
間
選
挙
で
デ
ィ
ー
ン
民
主
党
全
国
委
員
長
、
ペ
ロ
ー

シ
下
院
議
長
ら
リ
ベ
ラ
ル
派
が
要
職
を
支
配
し
た
。
か
つ
て
周
辺
的

存
在
だ
っ
た
リ
ベ
ラ
ル
派
が
勢
力
を
拡
大
し
た
。

　

オ
バ
マ
は
二
〇
〇
八
年
大
統
領
選
挙
で
、
シ
カ
ゴ
の
ユ
ダ
ヤ
系
リ

ベ
ラ
ル
派
に「
反
穏
健
派
」候
補
と
し
て
担
が
れ
た
。オ
バ
マ
政
権
は
、

人
種
問
題
か
ら
の
距
離
の
取
り
方
、
ド
ロ
ー
ン
攻
撃
、「
不
完
全
な
」

医
療
制
度
改
革
な
ど
多
く
の
点
で
急
進
左
派
の
採
点
が
辛
く
、
右
か

ら
の
テ
ィ
ー
パ
ー
テ
ィ
ー
運
動
だ
け
で
な
く
、
左
か
ら
の
「
ウ
ォ
ー

ル
街
を
占
拠
せ
よ
」
運
動
に
追
い
詰
め
ら
れ
た
。
急
進
左
派
の
反
乱

を
誘
発
し
た
決
定
打
は
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
Ｔ
Ｐ

Ｐ
）
だ
っ
た
。
オ
バ
マ
政
権
は
「
中
国
封
じ
込
め
」
戦
略
と
い
う
安

全
保
障
上
の
含
意
を
国
民
に
説
明
す
る
努
力
を
怠
り
、
労
組
、
環
境

保
護
、
消
費
者
団
体
が
猛
反
対
し
た
。
エ
リ
ザ
ベ
ス
・
ウ
ォ
ー
レ
ン

は
、「
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
北
米
自
由
貿
易
協
定
）
の
再
来
」
で
あ
る
と

喧
伝
し
た
。
こ
の
延
長
線
上
に
、
二
〇
一
六
年
大
統
領
選
挙
で
の
サ

ン
ダ
ー
ス
運
動
が
あ
る
。

　

サ
ン
ダ
ー
ス
支
持
者
は
自
ら
の
「
反
ヒ
ラ
リ
ー
」
運
動
が
ト
ラ
ン

プ
政
権
を
誕
生
さ
せ
た
こ
と
を
猛
省
し
、
二
〇
年
に
は
「
バ
イ
デ
ン

が
左
傾
化
す
る
」
条
件
付
き
で
、「
元
」
穏
健
派
政
治
家
バ
イ
デ
ン

に
投
票
し
た
。
バ
イ
デ
ン
政
権
は
、ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
の
撤
退
、

キ
ー
ス
ト
ー
ン
・
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
断
念
、
保
護
貿
易
路
線
に
加
え
、

副
大
統
領
候
補
に
「
人
種
的
少
数
派
で
女
性
」
を
選
ん
だ
。
党
内
の

政
策
対
話
に
よ
る
双
方
の
「
歩
み
寄
り
」
で
は
な
く
、
バ
イ
デ
ン
勝

利
と
政
権
維
持
の
た
め
の
「
し
ぶ
し
ぶ
な
が
ら
の
左
傾
化
」
が
、
の

ち
の
ち
禍
根
を
招
く
こ
と
に
な
る
。
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新
世
代
左
派
「
ウ
ォ
ー
ク
・
レ
フ
ト
」
と
文
化
戦
争

　

民
主
党
は
ト
ラ
ン
プ
共
和
党
か
ら
の
白
人
労
働
者
の
奪
い
返
し
に

苦
戦
し
て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
に
お
い
て
は
「
白
人
労
働
者
」
は
単

な
る
人
種
属
性
や
利
益
集
団
で
は
な
く
、「
文
化
集
団
」
だ
か
ら
だ
。

銃
を
愛
好
し
、
移
民
に
不
信
感
を
抱
く
、
し
ば
し
ば
原
理
的
な
キ
リ

ス
ト
教
徒
が
、
た
ま
た
ま
労
働
者
で
も
あ
っ
た
。
純
粋
な
経
済
階
級

問
題
で
は
な
く
、
南
部
や
中
西
部
と
い
っ
た
地
政
学
に
影
響
さ
れ
た

文
化
属
性
で
あ
る
。
か
つ
て
深
南
部
に
お
い
て
は
民
主
党
支
持
者
が

人
種
差
別
的
と
い
う
文
化
的
態
度
と
政
党
の
ね
じ
れ
も
あ
っ
た
。

　

民
主
党
内
分
断
の
核
心
も
、
実
は
文
化
争
点
に
あ
る
。
例
え
ば
、

黒
人
内
部
の
世
代
間
分
断
の
広
が
り
が
深
刻
化
し
て
い
る
が
、
こ
れ

は
世
俗
性
を
め
ぐ
る
分
断
だ
。
黒
人
新
世
代
は
多
様
な
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
に
寛
容
で
あ
る
。
し
か
し
、
も
と
も
と
敬
虔
な
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
も
あ
る
黒
人
年
配
層
は
必
ず
し
も
同
性
愛
に
賛
成
で
は
な
か
っ

た
。
黒
人
の
共
和
党
支
持
者
が
緩
や
か
に
増
え
て
い
る
の
は
、
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
Ｑ
が
主
要
議
題
と
な
る
現
在
の
民
主
党
に
な
じ
め
な
い
黒
人
も

存
在
す
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ク
ィ
ア
（
既
存
の
性
の
カ
テ
ゴ
リ

に
当
て
は
ま
ら
な
い
人
々
）
が
創
設
し
た
ブ
ラ
ッ
ク
・
ラ
イ
ブ
ズ
・

マ
タ
ー
（
Ｂ
Ｌ
Ｍ
）
は
、
古
い
意
味
で
の
人
種
運
動
を
セ
ク
シ
ュ
ア

リ
テ
ィ
の
問
題
に
包
摂
し
た
こ
と
で
、
黒
人
以
外
の
幅
広
い
リ
ベ
ラ

ル
の
共
感
を
集
め
た
。
だ
が
、
牧
師
が
主
導
し
た
公
民
権
運
動
の
よ

う
に
は
、
黒
人
全
世
代
か
ら
支
持
を
得
ら
れ
て
い
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な「
質
的
構
造
の
分
断
」は
、格
差
解
消
優
先（
サ
ン
ダ
ー

ス
派
）
と
人
種
正
義
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
政
治
優
先
（
オ
カ
シ
オ
＝
コ

ル
テ
ス
派
）、カ
ト
リ
ッ
ク
と
女
性
団
体
の
人
工
妊
娠
中
絶
を
め
ぐ
っ

て
の
分
断
、
化
石
燃
料
産
業
の
労
働
者
と
気
候
変
動
活
動
家
の
分
断

な
ど
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
一
枚
岩
に
見
え
る
若
年
層
の
「
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
Ｚ
」
も
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
、
人
種
、
年
代
（
二
〇
歳
以

降
と
一
〇
代
）
を
細
分
化
す
れ
ば
か
な
り
の
差
が
あ
る
。
左
派
的
な

の
は
二
〇
代
以
降
非
白
人
女
性
だ
け
だ
。
こ
れ
ら
の
亀
裂
を
棚
上
げ

す
る
応
急
処
置
の
特
効
薬
こ
そ
が
「
反
ト
ラ
ン
プ
」
で
あ
り
、
ハ
リ

ス
陣
営
は
バ
イ
デ
ン
政
権
と
同
じ
く
、
こ
の
「
麻
薬
」
に
依
存
し
て

勝
利
を
目
指
し
て
い
る
。

「
大
統
領
禅
譲
」と
し
て
の
バ
イ
デ
ン
＝
ハ
リ
ス
候
補
者
交
代
劇

　

二
〇
二
〇
年
大
統
領
選
挙
で
、
民
主
党
で
は
誰
も
が
バ
イ
デ
ン
は

つ
な
ぎ
の
「
代
役
」
だ
と
考
え
て
い
た
。
バ
イ
デ
ン
自
身
は
一
六
年

の
候
補
を
ヒ
ラ
リ
ー
に
譲
り
、
亡
き
息
子
を
弔
う
隠
遁
生
活
に
入
っ

て
い
た
が
、
穏
健
派
・
リ
ベ
ラ
ル
派
、
新
世
代
左
派
、
無
党
派
が
相

乗
り
で
き
る
の
は
唯
一
、「
旧
来
の
左
派
で
は
な
い
」
バ
イ
デ
ン
だ

け
だ
っ
た
。
だ
か
ら
、
高
齢
で
新
鮮
味
の
か
け
ら
も
な
い
バ
イ
デ
ン
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だ
が
、
彼
が
一
期
つ
な
げ
ば
ト
ラ
ン
プ
は
消
え
去
り
、
二
四
年
に
再

び
民
主
党
が
世
代
交
代
の
指
名
争
い
を
展
開
で
き
る
と
い
う
考
え
が

蔓
延
し
て
い
た
。
し
か
し
、
二
つ
の
異
変
が
民
主
党
を
襲
う
。

　

第
一
の
異
変
は
、
ト
ラ
ン
プ
の
勢
い
が
衰
え
ず
、「
ト
ラ
ン
プ
党
」

が
完
成
し
た
こ
と
だ
。
米
議
会
襲
撃
事
件
以
後
、
主
要
ソ
ー
シ
ャ
ル

メ
デ
ィ
ア
か
ら
排
除
さ
れ
よ
う
と
も
ト
ラ
ン
プ
は
影
響
を
増
し
た
。

二
〇
二
二
年
共
和
党
予
備
選
で
ト
ラ
ン
プ
が
支
持
し
た
候
補
の
勝
率

は
圧
倒
的
で
、
マ
ー
ド
ッ
ク
派
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
攻
撃
も
効
か
ず
、

二
四
年
に
事
実
上
の
「
現
職
候
補
」
と
し
て
ト
ラ
ン
プ
が
出
馬
し
た

こ
と
で
、
現
職
有
利
の
法
則
か
ら
、
デ
サ
ン
テ
ィ
ス
、
ヘ
イ
リ
ー
な

ど
主
要
候
補
は
か
す
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

第
二
の
異
変
は
、
バ
イ
デ
ン
が
再
選
を
目
指
し
て
出
馬
し
て
し

ま
っ
た
こ
と
だ
。
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
で
は
出
馬
を
踏
み
と
ど
ま
ら
せ

る
工
作
が
展
開
さ
れ
た
が
、二
二
年
中
間
選
挙
で
善
戦
し
た
こ
と
で
、

カ
マ
ラ
・
ハ
リ
ス
へ
の
禅
譲
に
再
び
バ
イ
デ
ン
本
人
が
こ
だ
わ
り
始

め
て
し
ま
っ
た
。
バ
イ
デ
ン
は
フ
ェ
ミ
ニ
ス
ト
に
「
女
性
の
敵
」
扱

い
さ
れ
て
き
た
。
連
邦
最
高
裁
判
事
指
名
を
め
ぐ
る
司
法
委
員
会
公

聴
会
で
セ
ク
ハ
ラ
被
害
女
性
の
ア
ニ
タ
・
ヒ
ル
に
冷
淡
だ
っ
た
か
ら

だ
。
汚
名
返
上
の
た
め
に
史
上
初
の
女
性
副
大
統
領
実
現
だ
け
で
は

満
足
で
き
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
ハ
リ
ス
の
評
価
が
最
低
水

準
だ
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。
あ
る
共
和
党
重
鎮
は
、「
ハ
リ
ス
は
民

主
党
版
の
ダ
ン
・
ク
エ
ー
ル
（
政
権
の
お
荷
物
の
副
大
統
領
）
だ
」

と
吐
き
捨
て
た
こ
と
が
あ
る
。
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
女
性
の
就
任
自
体

を
「
レ
ガ
シ
ー
」
に
す
る
に
は
、
大
統
領
に
す
る
し
か
な
い
。
政
権

途
中
で
退
任
し
て
ハ
リ
ス
大
統
領
に
禅
譲
す
る
考
え
す
ら
あ
っ
た
バ

イ
デ
ン
が
出
る
な
ら
、政
権
が
謳
っ
て
き
た
「
バ
イ
デ
ン
＝
ハ
リ
ス
」

の
看
板
を
下
ろ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。バ
イ
デ
ン
の
強
引
な
出
馬
は
、

民
主
党
内
で
予
備
選
を
封
じ
込
め
、
選
挙
が
苦
手
な
ハ
リ
ス
を
守
る

た
め
だ
と
見
ら
れ
た
。
ハ
リ
ス
を
大
統
領
候
補
に
す
る
に
は
、
予
備

選
開
催
に
は
時
間
切
れ
で
、
党
大
会
と
テ
レ
ビ
討
論
の
準
備
に
は
間

に
合
う
時
期
が
絶
好
だ
っ
た
。討
論
会
後
に
撤
退
論
で
流
れ
を
作
り
、

撤
退
の
内
幕
記
事
を
独
占
で
書
い
た
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム
ズ
」

紙
と
バ
イ
デ
ン
周
辺
と
の
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
だ
、
と
あ
る
民
主
党

古
参
議
員
は
し
み
じ
み
述
懐
し
た
。

大
統
領
候
補
に
「
鍛
え
上
げ
る
」
メ
ソ
ッ
ド

　

ハ
リ
ス
の
大
統
領
準
備
の
猛
特
訓
は
、
今
か
ら
一
年
前
に
選
挙
と

外
交
の
二
正
面
で
慌
た
だ
し
く
着
手
さ
れ
た
。
一
つ
は
若
者
と
の
対

話
ツ
ア
ー
で
あ
る
。
ハ
リ
ス
に
幸
運
だ
っ
た
の
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で

の
酷
評
が
国
民
全
般
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
だ
っ
た
。
バ

イ
デ
ン
に
任
さ
れ
た
移
民
問
題
で
の
失
態
以
来
、
口
も
利
か
な
く

な
っ
た
と
い
う
バ
イ
デ
ン
と
ハ
リ
ス
だ
が
、
組
織
運
営
に
慣
れ
さ
せ
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「
投
げ
出
し
の
ハ
リ
ス
」
を
成
長
さ
せ
る
た
め
、
何
か
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
や
り
遂
げ
さ
せ
る
訓
練
が
必
要
だ
っ
た
。
生
殖
を
め
ぐ
る
自

由
、
銃
犯
罪
か
ら
の
安
全
、
気
候
変
動
な
ど
、
今
回
の
選
挙
戦
で
も

焦
点
の
イ
シ
ュ
ー
を
詰
め
込
ん
だ
「
大
学
ツ
ア
ー
」
向
け
の
ハ
リ
ス

の
猛
勉
強
は
、
思
わ
ぬ
形
で
大
統
領
選
挙
の
準
備
に
な
っ
て
い
た
。

　

さ
ら
に
二
〇
二
三
年
九
月
の
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連
合
（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
）
首
脳
会
合
へ
の
バ
イ
デ
ン
大
統
領
の
代
理
出
席
を
皮
切
り
に
、

外
交
の
表
舞
台
を
突
如
担
わ
さ
れ
始
め
た
。
民
主
党
下
院
外
交
委
員

会
幹
部
が
筆
者
に
耳
打
ち
し
た
表
現
を
借
り
れ
ば
、「
ホ
ワ
イ
ト
ハ

ウ
ス
の
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に
閉
じ
込
め
、
隠
し
て
い
た
ハ
リ
ス
を
、
外

交
の
表
舞
台
に
突
然
、
放
り
込
ん
だ
ん
だ
」。
実
質
が
伴
わ
な
い
儀

典
性
の
強
い
登
板
で
も
、
こ
の
時
期
の
写
真
が
「
現
職
副
大
統
領
」

の
強
み
の
広
報
に
転
用
で
き
た
。「
外
交
の
ハ
リ
ス
」
の
神
話
創
造

の
た
め
に
党
大
会
向
け
に
制
作
し
た
ビ
デ
オ
で
は
、
マ
ル
チ
の
外
交

会
談
に
国
務
長
官
と
列
席
し
、
世
界
の
首
脳
と
握
手
す
る
動
画
を
多

用
し
た
（
岸
田
首
相
も
登
場
し
て
い
る
）。

予
備
選
な
き
選
挙
と
壮
大
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
「
実
験
」

　

予
備
選
挙
を
経
て
い
な
い
ハ
リ
ス
陣
営
は
、
バ
イ
デ
ン
陣
営
の
イ

ン
フ
ラ
を
そ
の
ま
ま
移
譲
さ
れ
た
。
大
統
領
選
挙
本
部
（
Ｈ
Ｑ
）
は

通
常
、
政
治
家
の
地
元
拠
点
に
置
か
れ
る
。
ハ
リ
ス
な
ら
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
だ
が
、
バ
イ
デ
ン
の
拠
点
の
デ
ラ
ウ
ェ
ア
州
ウ
ィ
ル
ミ
ン
ト

ン
か
ら
移
さ
な
か
っ
た
。
こ
の
選
挙
は
ハ
リ
ス
の
戦
い
で
は
な
く
、

バ
イ
デ
ン
の
た
め
で
あ
り
民
主
党
の
た
め
だ
か
ら
だ
。
ハ
リ
ス
は
気

の
毒
な
く
ら
い
バ
イ
デ
ン
に
気
を
使
っ
て
い
る
。
陣
営
に
は
「
地
上

戦
の
神
様
」
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
プ
ラ
フ
、
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
を
用
い
た

速
射
反
論
シ
ス
テ
ム
を
作
り
上
げ
た
「
空
中
戦
の
達
人
」
ス
テ
フ
ァ

ニ
ー
・
カ
ッ
タ
ー
ら
元
オ
バ
マ
陣
営
の
ほ
か
、
元
ヒ
ラ
リ
ー
陣
営
か

ら
精
鋭
が
上
級
幹
部
と
し
て
集
っ
た
。
だ
が
、
内
部
の
声
に
よ
れ
ば

「
ド
リ
ー
ム
チ
ー
ム
」
も
彼
ら
な
り
に
苦
戦
し
て
い
る
。

　

第
一
に
、
予
備
選
を
経
て
い
な
い
戦
い
の
困
難
さ
だ
。
二
〇
〇
八

年
の
オ
バ
マ
陣
営
は
一
年
か
け
て
ア
イ
オ
ワ
で
草
の
根
の
支
援
組
織

を
つ
く
り
上
げ
、
戸
別
訪
問
の
態
勢
を
各
州
に
順
繰
り
に
築
い
た
。

そ
の
予
備
選
の
組
織
づ
く
り
の
「
資
産
」
が
、「
選
挙
二
周
目
」
の

本
選
に
効
く
。
直
前
動
員
に
必
要
な
有
権
者
名
簿
は
、
予
備
選
で
各

州
の
活
動
家
を
束
ね
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
蓄
積
さ
れ
る
か
ら
だ
。
し

か
し
、
ハ
リ
ス
陣
営
に
は
予
備
選
用
の
地
方
事
務
所
も
情
熱
的
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
も
存
在
し
な
い
。
現
職
再
選
で
も
な
い
の
に
「
草
の
根
」

が
な
い
本
選
は
、
民
主
党
型
の
動
員
戦
略
と
し
て
は
や
り
に
く
い
。

　

第
二
に
、
彼
ら
が
候
補
者
の
「
物
語
」
が
薄
い
選
挙
に
慣
れ
て
い

な
い
こ
と
だ
。
〇
八
年
選
挙
は
楽
だ
っ
た
。「
オ
バ
マ
自
身
が
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
だ
っ
た
か
ら
だ
。
戸
別
訪
問
で
「
生
い
立
ち
Ｄ
Ｖ
Ｄ
」
を
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配
布
す
る
だ
け
で
、
情
熱
的
な
フ
ァ
ン
が
増
殖
し
た
。
オ
バ
マ
が
演

説
す
る
と
人
々
は
泣
き
出
し
た
。
あ
い
に
く
、
ハ
リ
ス
に
そ
れ
は
望

め
な
い
。
ハ
リ
ス
個
人
に
そ
れ
を
語
る
だ
け
の
能
力
が
な
い
と
い
う

よ
り
、
陣
営
が
ハ
リ
ス
の
政
策
も
、
信
念
や
哲
学
も
、
生
い
立
ち
を

め
ぐ
る
物
語
も
「
あ
い
ま
い
戦
略
」
で
乗
り
切
る
こ
と
に
し
て
い
る

か
ら
だ
。「
こ
の
あ
い
ま
い
さ
は
ハ
リ
ス
陣
営
に
は
好
都
合
か
も
し
れ

な
い
。
ハ
リ
ス
候
補
は
政
策
的
に
空
っ
ぽ
の
器
で
あ
る
こ
と
で
、
民

主
党
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
支
持
層
が
自
分
た
ち
の
希
望
や
優
先
事
項
を

ハ
リ
ス
候
補
に
投
影
す
る
こ
と
を
許
し
て
い
る
」（
Ｂ
Ｂ
Ｃ
）
と
い

う
見
方
も
あ
る
が
、「
ハ
リ
ス
が
何
者
な
の
か
見
え
な
い
」
と
い
う

不
満
が
主
と
し
て
リ
ベ
ラ
ル
派
支
援
者
か
ら
、
九
月
中
旬
以
降
噴
出

し
て
い
る
の
も
事
実
だ
。

　

政
策
を
詰
め
る
と
ボ
ロ
が
出
る
し
、
多
様
な
支
持
基
盤
の
要
求
が

エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
た
め
、「
反
ト
ラ
ン
プ
」
の
接
着
剤
で
「
ト
ラ

ン
プ
＝
バ
ン
ス
政
権
」が
実
現
す
る
恐
怖
を
あ
お
り
、選
挙
戦
の
二
ヵ

月
を
乗
り
切
り
た
い
の
が
本
音
だ
。
相
手
政
党
へ
の
「
憎
悪
」
に
よ

る
党
内
結
束
で
、
細
か
い
政
策
を
詰
め
な
い
手
法
が
可
能
な
の
は
、

逆
説
的
に
予
備
選
を
勝
ち
上
る
必
要
が
な
か
っ
た
か
ら
で
も
あ
る
。

普
通
は
予
備
選
段
階
で
、
経
済
、
外
交
安
保
、
移
民
な
ど
細
か
い
政

策
を
民
主
党
内
で
競
わ
さ
れ
る
。
党
内
競
争
を
完
全
に
ス
ル
ー
で
き

た
ハ
リ
ス
は
、
ト
ラ
ン
プ
と
の
差
別
化
さ
え
で
き
れ
ば
よ
い
。
予
備

選
で
政
策
通
候
補
や
左
派
の
ウ
ォ
ー
レ
ン
、
サ
ン
ダ
ー
ス
と
戦
っ
て

い
た
ら
、
こ
ん
な
あ
い
ま
い
な
政
策
で
は
も
た
な
い
。

　

党
大
会
前
か
ら
複
数
の
ス
ピ
ー
チ
担
当
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

担
当
が
、
ハ
リ
ス
を
手
取
り
足
取
り
指
導
し
て
い
る
。
ス
ピ
ー
チ
ラ

イ
タ
ー
筋
に
よ
れ
ば
、
ハ
リ
ス
は
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
を
読
む
の
が
上
手

で
も
ア
ド
リ
ブ
に
欠
陥
が
あ
り
、
緊
張
時
の
不
自
然
な
手
振
り
も
治

ら
な
か
っ
た
が
、
初
陣
の
デ
ィ
ベ
ー
ト
（
九
月
一
〇
日
）
を
見
る
か

ぎ
り
、
か
な
り
の
程
度
改
善
し
て
い
る
。
オ
バ
マ
や
ビ
ル
・
ク
リ
ン

ト
ン
、
レ
ー
ガ
ン
ほ
ど
本
人
の
カ
リ
ス
マ
に
依
存
で
き
な
い
と
き
、

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
力
が
試
さ
れ
る
。
こ
れ
は
民
主
党
と
ア
メ
リ
カ
選

挙
の
歴
史
に
お
け
る
壮
大
な
選
挙
運
動
の
実
験
と
も
言
え
る
。

　

今
後
、選
挙
戦
は
ま
す
ま
す
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
も
の
に
な
る
だ
ろ
う
。

共
和
党
弁
護
士
で
す
ら
ト
ラ
ン
プ
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
訴
訟
で
有
罪

に
な
る
公
算
が
高
い
と
指
摘
す
る
が
、
選
挙
で
勝
利
し
た
場
合
ど
う

す
る
の
か
、
天
安
門
事
件
の
年
に
広
東
省
に
教
師
と
し
て
滞
在
し
広

東
語
も
話
せ
る
ウ
ォ
ル
ツ
の
中
国
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
、
基
礎
票
動
員
に

専
心
す
る
両
陣
営
か
ら
疎
外
さ
れ
る
無
党
派
層
の
動
向
、
ケ
ネ
デ
ィ

支
持
派
の
リ
バ
タ
リ
ア
ン
が
ト
ラ
ン
プ
に
与
え
る
影
響
、
ミ
シ
ガ
ン

州
ア
ラ
ブ
系
市
民
の
投
票
率
、
ユ
ダ
ヤ
系
内
部
も
分
裂
す
る
中
で
の

イ
ス
ラ
エ
ル
情
勢
の
影
響
︱
︱
接
戦
の
中
で「
一
〇
月
サ
プ
ラ
イ
ズ
」

が
起
き
た
場
合
、
そ
の
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
は
小
さ
く
な
い
。
●




